



















また廣江先生は ｢運動する主体としての 『中小企業』 と大学・学部・学生の草の根連携｣ に
見られるように, 早くから研究と教育との結合を, 実践を通して行うことの重要性を説き, そ
こから大学と社会・地域との関係性を新たに創り出そうと提言されてこられました｡    年代の初めにはドイツを中心とする機械産業の調査を毎年実施していたものを, さらに
領域を韓国, 中国, アセアン諸国にも広げ, ことに日本の中小企業の将来性と結びつけた研究
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